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アクセス系ネットワーク技術に関する研究開発

■次世代インターネットにおいて、高品質な通信を効率よく実現するために、様々
な種類の有限なネットワーク資源の適切な利用・割り当てを行う技術に焦点を当て
て研究開発を次の３つのサブテーマに分けて実施。

1. ネットワーク計測に基づく適応経路制御：多様なアクセス網間接続のためのコア
網 上の経路をネットワーク計測に基づいて動的に最適化（選択・制御）する技術

2.品質を考慮したシームレスな資源利用・割り当て制御：モバイルや無線を含む多
様な アクセス網内のネットワーク資源を，通信品質を考慮して，効率よく動的に利
用・割り 当てする技術

3. 多様性・可変性に適応するエンドツーエンド通信制御：多様なアクセス網や超高
速コア 網を横断するエンドツーエンド通信の性能・信頼性向上のための適応的な
トランス ポートやアプリケーション通信技術 （A） ネットワーク計測に基づく適応経路制御

トラヒックフロー計測，経路選択，光コア網

（B） 品質を考慮したシームレスな
資源利用・割当制御
無線網，マルチホップ無線，モバイル端末

（C） 多様性・可変性に適応するＥ２Ｅ通信制御
End-to-End通信（トランスポート），ルータ支援
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［研究体制］
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